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上
原
正
稔
氏
が
「
何
か
沖
縄
戦
の

連
載
を
お
願
い
し
た
い
」
と
琉
球
新

報
社
か
ら
依
頼
さ
れ
執
筆
し
た
『
パ

ン
ド
ラ
の
箱
を
開
け
る
時
』
の
連
載

は
、
２
０
０
７
年
５
月
２５
日
か
ら
琉

球
新
報
夕
刊
で
始
ま
っ
た
。

被
告
側
の
琉
球
新
報
社
に
よ
る

と
、
連
載
の
趣
旨
は
次
の
通
り
だ
。

「
慰
霊
の
日
を
前
に
、沖
縄
戦
の
様

子
を
米
軍
の
戦
時
日
記
を
中
心
に
紹

介
す
る
。
資
料
は
米
公
文
書
館
所
蔵

の
米
軍
日
誌
。初
出
の
資
料
を
使
い
、

米
軍
が
ど
の
よ
う
に
戦
っ
て
い
た

か
、
日
本
軍
や
沖
縄
住
民
は
米
軍
に

ど
の
よ
う
に
映
っ
て
い
た
か
、
終
戦

直
後
の
住
民
の
様
子
な
ど
を
紹
介
す

る
」と

こ
ろ
が
、
第
２
話
の
「
慶
良
間

で
何
が
起
き
た

の
か
」
の
原
稿

を
新
聞
社
に
渡

し
た
と
こ
ろ
、

掲
載
予
定
の
前

日
に
あ
た
る
同

年
６
月
１８
日
、

掲
載
拒
否
を
一

方
的
に
通
達
さ

れ
た
。
そ
の
約

４
カ
月
後
、
集

団
自
決
の
核
心

に
触
れ
る
第
２

話
は
抜
け
落
ち

た
ま
ま
連
載
は

再
開
さ
れ
た
も

の
の
、
渡
嘉
敷

島
旧
指
揮
官
の

故
赤
松
嘉
次
氏

の
手
紙
を
含
ん

だ
最
終
回
の
１

８
１
回
目
の
原

稿
掲
載
も
拒
否

さ
れ
た
。
琉
球
新
報
は
、
掲
載
拒
否

理
由
を「
二
重
掲
載
」に
あ
た
る
と
示

し
た
だ
け
で
、
そ
の
根
拠
を
明
ら
か

に
し
な
か

っ
た
。

『
パ
ン

ド
ラ
の
箱

を
開
け
る

時
』
の
新

聞
連
載
は

１
８
０
回

で
終
了
す

る

の

だ

が
、
同
じ

資
料
の
引

用
は
１
８

０
回
の
う

ち
の
わ
ず

か

３

回

分
。
し
か

も
『
パ
ン

ド
ラ
の
箱

を
開
け
る

時
』
掲
載

の
前
年
に
上
原
氏
は
同
じ
琉
球
新
報

に
「
沖
縄
戦
記－

生
き
残
っ
た
も
の

の
記
録
」
を
長
期
連
載
し
て
お
り
、

『
パ
ン
ド
ラ
の
箱
を
開
け
る
時
』
の

書
き
始
め
の
部
分
に
「
こ
れ
は
『
沖

縄
戦
記－

生
き
残
っ
た
者
の
記
録
」

の
続
編
に
当
た
る
」
と
記
し
て
い

る
。そ

の
当
時
、
歴
史
教
科
書
に
お
け

る
沖
縄
戦
の
内
容
で
集
団
自
決
の
軍

命
の
記
述
を
削
除
す
る
検
定
意
見
に

抗
議
す
る
９
月
２９
日
の
「
教
科
書
検

定
意
見
撤
回
を
求
め
る
県
民
大
会
」

開
催
に
向
け
、琉
球
新
報
や
沖
縄
タ

イ
ム
ス
な
ど
沖
縄
の
マ
ス
コ
ミ
が
そ

ろ
っ
て
検
定
意
見
撤
回
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
張
っ
て
い
た
背
景
が
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
原
告
側
は
最
終

準
備
書
面
で
、被
告
の
主
張
す
る「
二

重
掲
載
」の
論
理
は
破
綻
し
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
こ
う
主
張

し
た
。

「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
作
家
で
あ

る
原
告
と
新
聞
社
で
あ
る
被
告
と
の

間
に
、
そ
れ
ま
で
の
連
載
の
実
績
と

相
互
信
頼
に
基
づ
い
て
、
長
期
間
に

わ
た
る
連
載
執
筆
に
係
る
契
約
が
成

立
し
て
お
り
、
原
告
は
そ
の

契
約
に
従
っ
て
執
筆
し
た
原

稿
に
つ
き
、
原
稿
料
の
支
払

い
と
と
も
に
、
琉
球
新
報
紙

上
の
所
定
欄
・
枠
に
掲
載
を

求
め
る
契
約
上
の
権
利
を
有

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
社
の

編
集
方
針
に
反
す
る
と
い
う

理
由
で
、
掲
載
を
拒
否
す
る

こ
と
は
許
さ
れ
な
い
」

原
告
の
準
備
書
面
が
２５
ペ
ー
ジ

に
及
ん
だ
の
に
比
べ
、
被
告

は
わ
ず
か
８
ペ
ー
ジ

。
証
人
尋
問

で
す
で
に
論
理
破
綻
を
露
呈
し
た

「
二
重
掲
載
」
の
主
張
を
繰
り
返
し

て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

被
告
は
こ
の
ま
ま
で
は
敗
訴
は
免

れ
な
い
こ
と
を
承
知
の
上
で
か
、
和

解
を
持
ち
か
け
て
き
た
こ
と
が
沖
縄

県
文
化
協
会
の
星
雅
彦
会
長
の
証
言

に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
。

沖
縄
戦
の
聞
き
取
り
調
査
の
結

果
、
集
団
自
決
の
軍
命
の
根
拠
が
な

い
と
主
張
し
て
い
る
星
会
長
は
２
０

０
７
年
８
月
頃
、
上
原
氏
と
同
様
に

琉
球
新
報
に
提
出
し
た
原
稿
が
明
確

な
理
由
も
な
く
掲
載
拒
否
さ
れ
た
経

験
が
あ
る
。
星
氏
は
前
回
７
月
１７
日

の
口
頭
弁
論
で
原
告
側
の
証
人
に
立

ち
、
「
社
の
方
針
で
掲
載
拒
否
さ
れ

た
」
と
証
言
し
て
い
る
。
星
氏
に
よ

る
と
、
そ
の
１０
日
後
の
２７
日
、
あ
る

パ
ー
テ
ィ
ー
の
場
で
琉
球
新
報
社
の

人
物
と
雑
談
し
て
い
る
中
、
「
和

解
」
の
相
談
を
受
け
た
と
い
う
。
そ

の
人
物
は
、
当
時
の
編
集
委
員
で
あ

る
前
泊
博
盛
・
沖
縄
国
際
大
学
教
授

の
代
わ
り
に
被
告
と
し
て
証
言
し
た

枝
川
健
治
・
総
務
局
付
参
与
で
あ
る
。

「
こ
れ
（
裁
判
）
に
あ
な
た
が
深

入
り
し
な
い
方
が
い
い
」
と
言
わ
れ

た
星
氏
は
、
「
上
原
さ
ん
に
伝
え
て

み
ま
す
が
、
和
解
に
し
た
方
が
良
い

か
悪
い
か
と
い
う
こ
と
は
私
が
判
断

で
き
ま
せ
ん
よ
」
と
言
っ
て
そ
の
場

は
終
わ
っ
た
。

「
そ
れ
か
ら
１
週
間
後
、琉
球
新
報

か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
、
あ
れ

（
和
解
の
こ
と
）を
琉
球
新
報
側
か
ら

提
案
し
た
と
い
う
こ
と
は
ま
ず
い
の

で
、
星
さ
ん
か
ら
出
た
こ
と
に
し
て

く
れ
ま
せ
ん
か
と
言
っ
て
き
た
」
と

い
う
。
和
解
の
話
は
決
裂
し
、判
決

を
待
つ
の
み
と
な
っ
た
。

原
告
代
理
人
の
徳

永
信
一
弁
護
士
は
、

「
真
実
を
犠
牲
に
し

て
ま
で
も
政
治
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
張
り
、
社
会
の
公
器
た

る
こ
と
を
忘
れ
て
異
論
を
排
除
す
る

こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
琉

球
新
報
の
報
道
姿
勢
を
非
難
。
裁
判

に
つ
い
て
は
「
被
告
が
編
集
権
に
つ

い
て
堂
々
と
戦
っ
て
く
れ
な
か
っ
た

こ
と
は
残
念
」
と
し
た
上
で
、
米
軍

の
新
型
輸
送
機
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
問

題
や
中
国
の
尖
閣
諸
島
の
領
海
侵
犯

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
「
日
本
の
安
全

保
障
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
今
の
時

期
に
こ
の
裁
判
が
で
き
た
こ
と
は
意

義
が
あ
る
」と
強
調
し
た
。

上
原
氏
は
、
「
被
告
は
敗
訴
し
て

も
、
裁
判
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
話
題

に
せ
ず
に
問
題
を
矮
小
化
さ
せ
る
つ

も
り
だ
」
と
し
、
「
琉
球
新
報
を
は

じ
め
と
す
る
沖
縄
の
マ
ス
コ
ミ
に
よ

る
言
論
封
殺
の
実
態
を
県
民
に
広
く

知
ら
し
め
る
こ
と
が
大
事
だ
」と
し
、

最
後
ま
で
裁
判
で
戦
う
意
欲
を
示
し

た
。判
決
は
１１
月
２０
日
に
下
さ
れ
る
。

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
作
家
の
上
原
正
稔
氏
が
琉
球
新
報
社
の
夕
刊
に
連
載
し
て
い
た
『
パ
ン
ド
ラ
の
箱

を
開
け
る
時
』
が
突
然
、
一
方
的
に
掲
載
拒
否
さ
れ
、
上
原
氏
が
同
社
を
相
手
に
損
害
賠
償
な
ど
を
求
め

た
訴
訟
が
１８
日
、
那
覇
地
裁
で
結
審
を
迎
え
た
。
最
終
準
備
書
面
で
原
告
側
が
被
告
側
の
主
張
す
る
「
二

重
掲
載
」
の
理
論
破
綻
を
指
摘
す
る
一
方
で
、
被
告
側
は
、
最
後
ま
で
原
告
の
連
載
が
「
二
重
掲
載
」
で

「
初
出
の
内
容
を
用
い
て
原
稿
を
書
く
」
と
い
う
契
約
に
違
反
し
て
い
る
と
主
張
を
繰
り
返
す
だ
け
で
、

「
二
重
掲
載
」
の
根
拠
を
示
し
切
れ
な
い
ま
ま
終
わ
っ
た
。

（
那
覇
支
局
・
豊
田

剛
）

!
パ
ン
ド
ラ
の
箱
"掲
載
拒
否
訴
訟
が
結
審
、１１
月
２０
日
判
決

口
頭
弁
論
の
後
、
支
援
者
に
謝
意
を
述
べ
る
上
原
正
稔
氏

（
左
）
と
徳
永
信
一
弁
護
士＝

１８
日
、
沖
縄
県
護
国
神
社

の
大
会
議
室
（
那
覇
市
）

高級ホテル#百名伽藍$がオープン
高級ホテル「百名伽藍（がらん）」がこのほど、沖縄

本島南部の南城市百名の海岸沿いにオープンした＝写

真＝。客室１５室は海に面しており、瞑想用の禅堂も設

置。リゾート施設はなく、自然の中で自分を見詰める

新しいタイプのホテルとして注目されている。飲食業

のＪＣＣ（糸満市、渕辺俊一社長）が運営している。

今
年
は
、
台
風
１５

号
と
１６
号
の
大
型
台

風
が
沖
縄
本
島
を
直

撃
し
た
。
多
く
の
台

風
は
週
末
に
沖
縄
に

接
近
し
て
お
り
、
イ

ベ
ン
ト
関
係
者
や
観

光
業
界
か
ら
は
、
悲

鳴
が
聞
こ
え
て
く
る
。

８
月
５
日
に
は
、

台
風
１１
号
の
影
響

で
「
オ
ス
プ
レ
イ

の
配
備
に
反
対
す
る
沖
縄
県
民
大

会
」
が
延
期
。
９
月
９
日
の
仕
切
り

直
し
に
向
け
て
の
決
起
集
会
と
街
頭

募
金
行
動
は
８
月
２７
日
、
ま
た
し
て

も
台
風
１５
号
の
影
響
で
延
期
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
。
大
会
事
務
局
は
、「
台

風
の
影
響
に
よ
る
延
期
で
資
金
が
約

１
０
０
０
万
円
不
足
し
て
い
る
」
と

悲
鳴
を
上
げ
た
。

そ
れ
か
ら
約
２
週
間
後
の
９
月
１６

日
、
台
風
１６
号
が
襲
来
。
各
地
で
予

定
さ
れ
て
い
た
お
祭
り
、
基
地
内
イ

ベ
ン
ト
、
陸
上
自
衛
隊
と
米
海
兵
隊

に
よ
る
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
な

ど
無
数
の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
ま
た
は

延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

こ
の
日
、
沖
縄
出
身
の
歌
手
で
あ

る
安
室
奈
美
恵
の
デ
ビ
ュ
ー
２０
周
年

を
記
念
す
る
野
外
ラ
イ
ブ
が
中
止
と

な
っ
た
。
主
催
者
に
よ
る
と
「
２０
周

年
デ
ビ
ュ
ー
日
の
イ
ベ
ン
ト
の
主
旨

上
、
振
り
替
え
公
演
は
な
い
」
と
い

う
こ
と
で
、
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
は
残

念
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

実
は
、
ラ
イ
ブ
会
場
と
な
っ
て
い

た
の
は
「
県
民
大
会
」
と
同
じ
宜
野

湾
海
浜
公
園
だ
。
全
員
立
ち
見
の
オ

ー
ル
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
２
万
７
千

人
の
チ
ケ
ッ
ト
が
完
売
さ
れ
て
い
た

だ
け
に
、
主
催
者
と
観
光
業
界
の
経

済
的
な
損
失
は
大
き
い
。

た
だ
、
こ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ
た

こ
と
が
あ
る
。
「
県
民
大
会
」
は
主

催
者
に
よ
る
と
１０
万
１
千
人
が
集
ま

っ
た
と
さ
れ
る
。

大
会
中
、
会
場
を

一
周
し
て
み
た

が
、
ほ
ぼ
全
員
が
座
っ
て
お
り
、
後

方
は
空
き
ス
ペ
ー
ス
が
目
立
っ
て
い

た
。「

県
民
大
会
」
は
２
度
の
台
風
に

よ
る
経
済
的
損
失
よ
り
も
、
参
加
者

の
大
幅
水
増
し
が
白
日
に
さ
ら
さ
れ

る
こ
と
に
よ
る
ダ
メ
ー
ジ
の
方
が
大

き
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

（
Ｔ
）

安
室
ラ
イ
ブ
中
止
と
県
民
大
会

!社の方針として
拒否"は許されず

原
告
の

上
原
氏

琉
球
新
報
側
が
和
解
模
索
も
決
裂

訴訟の舞台となった那覇地方裁判所

▼
第
１９
回
首
里
城
公
園
「
中

秋
の
宴
」

９
月
２９
日（
土
）

と
３０
日（
日
）午
後
６
時
半
開

始
、
首
里
城
公
園
御
庭
（
那

覇
市
）
で
。
中
国
皇
帝
の
使

者
「
冊
封
使
」
を
も
て
な
し

た
冊
封
七
宴
の
一
つ
「
中
秋

の
宴
」を
再
現
。
古
典
舞
踊
、

組
踊
が
披
露
さ
れ
る
。
入
場

無

料
。
問

い

合

わ

せ＝

（
電
）
０
９
８
（
９
３
２
）

６
７
０
０
。

▼
琉
球
ゴ
ー
ル
デ
ン
キ
ン
グ

ス
!
安
養
Ｋ
Ｇ
Ｃ

２９
日

（
土
）と
３０
日（
日
）午
後
１
時

開
演
、
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
展
示
場（
宜
野

湾
市
）で＝

写
真＝

。沖
縄
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
設

立
２５
周
年
記
念
「
キ
ン
グ
ス

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ
シ
リ
ー

ズ
」。日
韓
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
チ

ー
ム
同
士
が
ぶ
つ
か
り
合
う

注
目
の
試
合
。
日
本
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
と
し
て
世
界
と
戦
う

キ
ン
グ
ス
に
応
援
の
後
押
し

を
。
入
場
料＝

大
人
１
８
０

０
円
。
問
い
合
わ
せ＝

沖
縄

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
株
式
会

社
（
電
）
０
９
８
（
８
５

８
）
８
１
８
６
。

▼
音
市
場
５
周
年
Ｃ
ｈ
ａ
ｒ

ラ
イ
ブ

３０
日
（
日
）
午
後

６
時
半
時
開
場
、
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
タ
ウ
ン
音
市
場
（
沖
縄

市
）
で
。
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ

ウ
ン
音
市
場
の
創
立
５
周
年

を
記
念
し
、
日
本
屈
指
の
ギ

タ
リ
ス
ト
で
歌
手
の
Ｃ
ｈ
ａ

ｒ
を
迎
え
る
。
歌
手
の
奥
田

民
雄
が
ゲ
ス
ト
出
演
す
る
。

入
場
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５
０
０
０
円
（
オ

ー
ル
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
）。問

い
合
わ
せ＝

Ｐ
Ｍ
エ
ー
ジ
ェ

ン
シ
ー
（
電
）
０
９
８
（
８

９
８
）
１
３
３
１
。
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